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トキの野生復帰に向けた国有林の取り組み
関東森林管理局 森 林 整 備 課

下越森林管理署

１ トキの増殖事業と自然放鳥

トキは、「Ｎｉｐｐｏｎｉａ ｎｉｐｐｏｎ」

の学名の示すとおり、我が国を象徴する鳥でし

た。それが、明治以降生息数が激減し、平成

１５年には日本産最後のトキ「キン」が死に日

本産トキは絶滅しました。

その間、特別天然記念物や国際保護鳥に指定

されるとともに、昭和４２年には最後の生息地

であった佐渡島の新穂官行造林地内に「佐渡ト

キ保護センター」が設置され、中国から個体を

借り入れるなどして人工繁殖事業が開始されま

した。 トキの試験放鳥（平成２０年 9 月 25 日）

現在は１００羽を超えるまでになり、平成２０年９月には１０羽のトキが野生復帰のため試験放

鳥されました。平成２７年頃までに、国有林及び新穂官行造林地を含む小佐渡東部地域に６０羽を定

着させるのが目標です。

地元では、「トキの島づくり」の気運が高まっており、トキとの共生のための環境整備が進めら

れています。

２ 民有林の買い上げ

国有林では、国産トキ保護のため、

過去の営巣記録等から最も生活環境が

適していると考えられる民有林（佐渡

市・旧新穂村）約１，０００ｈａを文

化庁の要請により昭和３７年から昭和

４５年にかけて順次買上げ、新穂官行 旧トキ保護センター

造林地※約１１０ｈａとともに管理を

を行ってきました（右図参照）。 キセン城×

〇

３ トキ営巣木等保全事業の実施

日本のトキは主にマツの木に巣を造

り雛を育てていたことが分かっていま

すが、佐渡島内にも約二十年ほど前か

ら松くい虫の被害が発生し、放鳥が予

定されているエリア内においてもトキ

の営巣に適した木が激減しています。

関東森林管理局では、トキの放鳥に

備え、国有林及び新穂官行造林地にお

いて、平成１５年度から、営巣候補木の選定調査、松くい虫被害からの保全、被害木（枯損木等）

の伐倒等を行い森林環境を整える等を内容とした「トキの営巣木等保全事業」を実施しています。

※官行造林地とは、国が民有地に造林して、伐採時の収益を国と土地所有者とで分け合う契約を

行っている森林。
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（１）営巣候補木や生育環境の保全整備（平成１５～２２年度）

ア 松くい虫被害実態調査等

住民及びボランティアグループにより餌場となる棚田作りが進められ重点エリアとなっ

ている清水平、生 椿、臼ケ滝の３箇所の周辺に所在する国有林及び官行造林地について、
はえつばき

松くい虫の被害等の実態調査と並行して、営巣候補木の選定調査を実施しました。

臼ケ滝地区国有林の林況 清水平地区官行造林地の林況

イ 営巣候補木の選定及び管理

営巣候補木の選定については、専門家の指導に基づき、アカマツや広葉樹の大きく枝張りの

よい木を選定し、一本一本が管理できるように№プレートを貼付し、位置、樹種、直径、樹高、

枝張り等を測定して台帳及び配置図を作成しています。

また、毎年度一本一本巡回して枯損状況や№プレートの破損等異常の有無について点検し、

破損したプレートについては補修等を行っています。

さらに、既調査の候補木以外であってもその後候補木となりうる木については、毎年度新た

な候補木として調査しています。その結果、平成１９年度末の候補木は、国有林内２５３本（う

ちアカアマツ２４７本）、新穂官行造林６４５本（うちアカマツ６０６本）、計８９８本（う

ちアカアマツ８５３本）となっています。

アカマツの営巣候補木

樹幹 営巣候補木の枝張り

ウ 薬剤の樹幹注入の実施

アカマツ営巣候補木を松くい虫被害による枯損から守るため、薬剤の樹幹注入を実施し

ています。

また、松くい虫の被害によって枯損したマツついては、伐倒を行い生息環境の保全に

努めています。

エ 歩道の整備

営巣候補木等の管理等を行うための歩道作設及び歩道刈払いを実施しています。
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オ 平成１５年度から平成１９年度の事業の実績

経 費（ 千 円 ） 主 な 事 業 量

年 度

国 有 林 官行造林地 計 樹幹注入 伐倒駆除 歩道整備等 現況調査等

平成１５年度 6,265 7,540 13,805 119 本 123 12,300 ｍ １ 式

平成１６年度 6,113 7,001 13,114 314 119 7,560 〃

平成１７年度 6,211 7,065 13,276 263 374 29,190 〃

平成１８年度 6,110 5,000 11,110 98 184 19,040 〃

平成１９年度 6,110 6,000 12,110 ※ 180 228 18,490 〃

計 30,809 32,606 63,415 ※ 974 本 1,028 86,580 〃

※再注入１１２本を含む（１５年度実施分に再注入）

（２）トキ営巣木等保全事業整備の看板設置

林道の終点等に事業区域等を表示した看板

（写真）を設置しました。

（３）平成２０年度の事業概要

概略以下を計画しています。

① 営巣候補木等の管理のための歩道の整備

② 営巣候補木の現況調査（松くい虫被害及

び№プレートの異常の有無等の確認点検）。

③ アカマツ営巣候補木への薬剤の樹幹注入

（１６年度実施分の再注入等）。

④ 松くい虫被害木等の伐倒処理。

区 分 国 有 林 官行造林 計

予 算 額 （千円） ５，４１９ ６，０００ １１，４１９

樹幹注入予定本数 （本） １２４ ２１２ ３３６

樹幹注入 松くい虫被害木（枯損木）の伐倒
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４ 国有林全てが鳥獣保護区に

当該国有林及び新穂官行造林地は、既に指定されていた国指定小佐渡東部鳥獣保護区特別保護区

（７３４ ha）のうち、７３１ ha を占めていましたが、H １９年７月より国指定小佐渡東部鳥獣保

護区（普通地域）が設定されたことにより、すべての国有林及び新穂官行造林地が特別保護地区及

び普通地域として指定されました。

佐渡島におけるトキの野生復帰に向けた国有林の取り組み位置図

<お問い合わせ先>

林野庁 関東森林管理局 森林整備課

〒 371-8508 群馬県前橋市岩神町４丁目１６ー２５ 電話 027(210)1183 FAX 027(210)1185

下越森林管理署 業務課

〒 957-0052 新潟県新発田市大手町４丁目４－１５ 電話 0254(22)4146 FAX 0254(22)4148

下越森林管理署 佐和田森林事務所

〒 952-1311 新潟県佐渡市八幡９１４－１ 電話・FAX 0259(52)2021


